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第
二
百
三
十
四
条
の
二
十
四
第
二
項
中
「
、
同
項
」
を
「
、
準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
」

に
、「
同
項
各
号
」
を
「
前
項
各
号
」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
十
四
条
の
二
十
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
信
用
格
付
業
者
の
登
録
の
意
義
そ
の
他
の
事
項
）

第
二
百
三
十
四
条
の
二
十
六
の
二

準
用
金
融
商
品
取
引
法
第
三
十
八
条
第
三
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る

事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

金
融
商
品
取
引
法
第
六
十
六
条
の
二
十
七
（
登
録
）
の
登
録
の
意
義

二

信
用
格
付
を
付
与
し
た
者
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項

イ

商
号
、
名
称
又
は
氏
名

ロ

法
人
で
あ
る
と
き
は
、
役
員
の
氏
名
又
は
名
称

ハ

本
店
そ
の
他
の
主
た
る
営
業
所
又
は
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三

信
用
格
付
を
付
与
し
た
者
が
当
該
信
用
格
付
を
付
与
す
る
た
め
に
用
い
る
方
針
及
び
方
法
の
概
要

四

信
用
格
付
の
前
提
、
意
義
及
び
限
界

第
二
百
三
十
四
条
の
二
十
七
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
第
六
号
」
を
「
第
三
十
八
条
第
七
号
」
に
改
め
、
同
項
第

三
号
中
「
第
三
十
四
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
三
十
四
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
四
十
六
条
第
一
項
中
「
認
可
又
は
承
認
」
を
「
許
可
、
認
可
、
承
認
若
し
く
は
指
定
又
は
登
録
」に
改
め
、

同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

二
十
四

法
第
三
百
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
紛
争
解
決
等
業
務
を
行
う
者
の
指
定

六
十
日

二
十
五

法
第
三
百
八
条
の
七
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
規
程
の
変
更
の
認
可

三
十
日

二
十
六

法
第
三
百
八
条
の
二
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
紛
争
解
決
等
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
休
止
又

は
廃
止
の
認
可

三
十
日

第
四
編
を
第
五
編
と
し
、
第
三
編
の
次
に
次
の
一
編
を
加
え
る
。

第
四
編

指
定
紛
争
解
決
機
関

第
一
章

通
則

（
割
合
の
算
定
）

第
二
百
三
十
九
条
の
二

法
第
三
百
八
条
の
二
第
一
項
第
八
号
の
割
合
の
算
定
は
、
同
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る

者
に
対
し
て
業
務
規
程
（
同
項
第
七
号
に
規
定
す
る
業
務
規
程
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
内
容
に
つ
い
て
の
異
議

の
有
無
並
び
に
異
議
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
内
容
及
び
理
由
を
記
載
し
た
書
面
（
次
条
に
お
い
て
「
意
見
書
」
と

い
う
。）を
提
出
し
て
手
続
実
施
基
本
契
約
の
解
除
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
手
続
実
施
基
本
契
約
の
内
容
（
法
第

三
百
八
条
の
七
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。）そ
の
他
の
業
務
規
程
の
内
容
（
法
第
三
百
八
条
の
七
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
事
項
並
び
に
同
条
第
四
項
各
号

及
び
第
五
項
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
除
く
。）に
つ
い
て
異
議
（
合
理
的
な
理

由
が
付
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）を
述
べ
た
法
第
二
条
第
四
十
二
項
に
規
定
す
る
保
険
業
関
係
業
者
（
当
該
申
請
に

よ
り
法
第
三
百
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
紛
争
解
決
等
業
務
の
種
別
に
係
る
も

の
に
限
る
。
以
下
単
に
「
保
険
業
関
係
業
者
」
と
い
う
。）の
数
を
当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
が
次
条
第
一
項

第
二
号
に
規
定
す
る
業
務
規
程
等
を
交
付
し
、
又
は
送
付
し
た
日
（
二
以
上
の
日
に
わ
た
っ
て
交
付
し
、
又
は
送

付
し
た
場
合
に
は
、
最
も
遅
い
日
。
第
二
百
三
十
九
条
の
四
に
お
い
て
同
じ
。）に
金
融
庁
長
官
に
よ
り
公
表
さ
れ

て
い
る
保
険
業
関
係
業
者
（
次
条
及
び
第
二
百
三
十
九
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て「
す
べ
て
の
保
険
業
関
係
業
者
」

と
い
う
。）の
数
で
除
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
指
定
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
二
百
三
十
九
条
の
五

法
第
三
百
八
条
の
三
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲

げ
る
書
類
と
す
る
。

一

法
第
三
百
八
条
の
二
第
一
項
の
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
、
収
支

計
算
書
若
し
く
は
損
益
計
算
書
及
び
当
該
事
業
年
度
末
の
財
産
目
録
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
（
同
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
第
三
項
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。）が
当
該
申
請
の
日
の
属
す

る
事
業
年
度
に
設
立
さ
れ
た
法
人
（
同
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
法
人
を
い
う
。
第
二
百
三
十
九
条
の
十

一
第
三
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
設
立
時
に
お
け
る
財
産
目
録
又
は
こ
れ
に
準
ず

る
も
の
）

二

法
第
三
百
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
後
に
お
け
る
収
支
の
見
込
み
を
記
載
し
た
書
類

２

法
第
三
百
八
条
の
三
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
と
す
る
。

一

第
二
百
三
十
九
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
す
べ
て
の
保
険
業
関
係
業
者
に
対
し
て
交
付
し
、
又

は
送
付
し
た
業
務
規
程
等

二

す
べ
て
の
保
険
業
関
係
業
者
に
対
し
て
業
務
規
程
等
を
交
付
し
、
又
は
送
付
し
た
年
月
日
及
び
方
法
を
証
す

る
書
類

三

保
険
業
関
係
業
者
に
対
し
て
業
務
規
程
等
を
送
付
し
た
場
合
に
は
、
当
該
保
険
業
関
係
業
者
に
対
す
る
業
務

規
程
等
の
到
達
の
有
無
及
び
到
達
に
係
る
事
実
と
し
て
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当

該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事
項
を
証
す
る
書
類

イ

到
達
し
た
場
合

到
達
し
た
年
月
日

ロ

到
達
し
な
か
っ
た
場
合

通
常
の
送
付
方
法
に
よ
っ
て
到
達
し
な
か
っ
た
原
因

（
保
険
業
関
係
業
者
に
対
す
る
意
見
聴
取
等
）

第
二
百
三
十
九
条
の
三

法
第
三
百
八
条
の
二
第
一
項
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
保
険
業
関
係
業
者
に
対
し
、
業
務
規
程
の
内
容
を
説
明
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
異
議
が
な
い
か
ど
う
か
の
意
見

（
異
議
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
を
含
む
。）を
聴
取
す
る
場
合
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
説
明

会
を
開
催
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

説
明
会
を
開
催
す
る
日
時
及
び
場
所
は
、
す
べ
て
の
保
険
業
関
係
業
者
の
参
集
の
便
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ

と
。

二

当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
す
べ
て
の
保
険
業
関
係
業
者
に
対
し
、
説
明
会
の
開
催
日
（
二
以
上
の

説
明
会
を
開
催
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
最
初
の
説
明
会
の
開
催
日
）
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
書
面
及
び
業
務
規
程
（
次
条
及
び
第
二
百
三
十
九
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
「
業
務
規
程
等
」
と

い
う
。）を
交
付
し
、
又
は
送
付
す
る
こ
と
。

イ

当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
又
は
事
務
所
の
所
在
地
及
び
電
話
番

号
そ
の
他
の
連
絡
先

ロ

説
明
会
の
開
催
年
月
日
時
及
び
場
所

ハ

保
険
業
関
係
業
者
は
当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
説
明
会
の
開
催
日
（
二
以
上
の
説
明
会
を
開

催
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
最
後
の
説
明
会
の
開
催
日
）
か
ら
一
定
の
期
間
内
に
意
見
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
旨

三

前
号
ハ
の
一
定
の
期
間
が
、
二
週
間
を
下
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

法
第
三
百
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
結
果
を
記
載
し
た
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
す
べ
て
を
記
載

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

す
べ
て
の
説
明
会
の
開
催
年
月
日
時
及
び
場
所

二

す
べ
て
の
保
険
業
関
係
業
者
の
説
明
会
へ
の
出
席
の
有
無

三

す
べ
て
の
保
険
業
関
係
業
者
の
意
見
書
の
提
出
の
有
無

四

提
出
を
受
け
た
意
見
書
に
お
け
る
異
議
の
記
載
の
有
無

五

提
出
を
受
け
た
意
見
書
に
法
第
三
百
八
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
異
議
に
該
当
し
な
い
異
議
の
記

載
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
同
号
に
規
定
す
る
異
議
に
該
当
し
な
い
と
判
断
し
た
理
由

３

前
項
の
書
類
に
は
、
保
険
業
関
係
業
者
か
ら
提
出
を
受
け
た
す
べ
て
の
意
見
書
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
申
請
書
の
提
出
）

第
二
百
三
十
九
条
の
四

法
第
三
百
八
条
の
三
第
一
項
の
指
定
申
請
書
は
、
業
務
規
程
等
を
交
付
し
、
又
は
送
付
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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